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ゴビの大地で

岸本文男(鉱床部)

FUM工｡KIsHIM0TO

白く堅いゴビの大地が草原をいただいて果し校く拡

カ茎りやカミてアルタイの山なみへとつづく国モンコノレ

は1979年10月にその地質調査所創立40周年を迎えた.

わが国の地質調査所カミ1982年に100歳を重ねたのに較べ

ればはるかに若いカミ調査研究の成果をうたいあげる

声は高らかである.

毎年10月の第3日曜目はモンゴルが国をあげて記念

する“地質専門家の目"地質技師を夢みる子供たちの

瞳がいちだんと輝く目でもある.

モンゴルの新聞はその頃に衣ると競って地質専門

家とその労働を讃乏る記事を書く･日本の新聞でいえ

ば2面と3面カミ広告なしで全段うめつくされるとい

うカの入れようなのだ.

モンゴルといえば中国の内蒙古自治区しか思いうか

ば次い日本人は決して少放くないようである.さらに

モンゴルをソビエト領の一部と思いこんでいる人さえあ

る.モンゴル正しくはモンゴル人民共和国はまだ

まだ知られざる国の一つであろう.

東北アジア諸国の鉱物資源の実態把握をめざして際

限なく文献に首をつっこみ文字の洪水図表の氾濫の

中であえぎたがらふと一目何か書きたくなってこ

のモンゴルの鉱床調査吏じみたものをまとめてみた.

は

筑波の春ののどかさはモンゴルに思いを馳せるにふさわ

ひとい

しいと独り悦に入ったのである.

モンゴルでの鉱物資源の採掘･利用は中世の初期に

さかのぼるらしくその時代の旧坑か諸所にのこされて

いるという･それは主に金と宝石の採掘遺跡だとい

う･でも20世紀初頭のモンゴルは地質の研究の点で

ももっともおくれた国の一つで鉱物資源の実態を明ら

かにするための調査研究はほとんどやられていなかった.

まがりなりにも計画的な地質調査･研究が始められたの

はやっと1921年に入ってからでモンゴルが中国の支配

から脱したその年のことである.当時モンゴルには

地質専門家といえる人は5人にも満たなかった.調査

はアンドリュｰス(R.Ch.Andrews)を長としたアメリカ

自然吏博物館派遣の地質調査団と建国して間もないソビ

エトのラチュコフスキｰ(H.π.Pa冊0BcK滅)を長と

する地質調査団によって始められ前者は1930年に帰国

し以後はソビエトとモンゴルの科学技術協定(1931年締

結)にもとづいたソビエトによる調査と地質専門家育成

の事業に移行していった.
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第1図文中に紹介した鉱床の位置

1一ユゴドスイル

2一モドト(砂錫を含む)

3一パラモリドゥ

4一ブレンツオグド

5一ツメンツォグト

6一イヘパイルハン

7一オンコンハイノレノ､ン

8一ジャンチュブリン砂錫

9一バカガスリン

10一エルデネチｰンオボ

1!一トロゴイトウ砂金

12一ベルヘ

13一八ラアイラク

14一フブスグノレ

15一ズンバイン

16一ジャラインコノレ
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第2図モンゴル構造地質図(“Fe0A0r腋兄M0Hr0AbcK0貴Hapo朋｡貴Pecny6A肌H",T0M.皿,1977)

!一原生代地向斜層群2一カレドニア前期炭酸塩岩帯3一カレドニア前期安山岩一石英安山岩質海底火山活動帯

4一カレドニア前期塩基性岩質海底火山活動帯5一カレドニア前期オフィオライト帯

6一カレドニア後期地向斜火山源岩帯7一カレドニア後期地向斜陸源岩帯8一カレドニア後期大規模造山構造帯

9一ヘノレシニア期地向斜陸源岩一炭酸塩岩層群(デボン紀)10一ヘルシニア期地向斜塩基性海底火山活動帯(デボン紀)

11一ヘィレシニア期地向斜陸源岩帯12一ヘルシニア期地向斜周縁隆起帯13一古生代後期地向斜陸源岩一炭酸塩岩層群

14一古生代後期地向斜塩基性岩一中性岩質火山活動帯15一シルルｰデボン紀再生堆積盆地16一デボン紀再生堆積盆地

17一デボンｰ石炭紀再生堆積盆地18一古生代後期再生堆積盆地19一中生代前期再生堆積盆地

20一後ヘルシニア造山モラッセ堆積区21一後ヘノレシニア造山火山岩区22一三畳紀造山構造23一ジュラ紀造山構造

24一古生代後期火山岩一古生代後期･中生代前期火山岩帯25一中生代後期火山岩発達区

26一中生代後期一新生代卓状地型凹地27一ダリガンガ新生代火山台地28一生断裂29一中生代貫入岩発達域西境界

1921年から1C年国内体制が次第に整備されてモンゴ

ルに政府機関として“科学委員会"が組織されこの機

関が窓口と在って外国の学者専門家調査団が招かれ

るようになったが前記の協定もあってその主体は同じ

く国内体制の整備を大筋として終えていたソビエトから

のものであった.地質調査･鉱床探査それに地質専

門家の養成のためにソビエトから派遣された人々はかな

りの数で1931年に始まり一応1946年に終った長期鉱

床探査計画に参加したその地質専門家は120班(正式名称

《東方調査隊》)!,000名をこえている.参考までに我

が国の外国への戦後の技術援助(地質鉱床関係)と較べて

みよう.日本が一国に対して地質調査と鉱床探査のた

めに専門家を派遣した中でもっとも長く続いているの

はトルコの場合だろう.援助を始めてからすでに20年

でまだ続いているか派遣専門家は延べ100人に満た

狂いのである.

さてこの間モンゴルでは多くのそしてさまざまた

種類の鉱物資源が発見された.鉱物資源国モンコノレの

静かな登場といいたいが鎖国の状態では世間をにぎ

わすことにはならなかった･しかしその中に現在の

モンゴルにとってたいせつな鉱床となっているものがか

なり含まれている･ユゴドズィノレ(Yugodzyr)モリブデ

ンｰタングステン鉱床ブレンツォグト(Bure阯Tsogt)

タングステン鉱床ツメンツォグト(Tumen･Tsogt)タン

グステン鉱床モドト(Modot)砂錫鉱床ジャンチブ

リン(Zhanchiv1in)砂錫鉱床カミそうである.これらの重

要鉱床カミンビエトの専門家とそして新しく育ったモンゴ

ルの地質専門家の共同調査によって発見されたというこ

とはモンゴルにとって特筆に値することなのであろう.

一度ならずモンゴルの新聞の記事にこの事実があげら

れてくる.

ことの進行･発展にともなってモンコノレ政府は地質

調査機関の創設がどうしても必要だと痛感し内閣の決

定として1939年10月6目“鉱山地質トラスト"を組織

し建設･産業省に所属させた･これが地質調査所の

前身である､そして同時に前に述べた科学委員会に

“地質研究室"が開設され後にそれがモンゴル科学ア

カデミｰ地質学研究所に改組･発展することになる.

地質ニュｰス357号�
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策3図モンコノレ金鉱床分布図

(Fe0AFH兄M-0Hro〈cK0首Hapo瓜H0軸Pecny6AHK固,T0M皿,1977)

1一鉱床生成区(I:北モンコノレ皿:南モンゴル孤:東モンゴル)

2一金鉱床生成帯(DZ:ジタｰSHZ:北ヘンテイYHZ:南ヘンテイSKZ:北ケルレンBHZlバヤンホンゴルMAZ:モンゴルｰアルタイ)

3一鉱床生成域(1:ボロスンモド2:モゴイｰハルガナト)4一砂金鉱床群(1:クルムタ2:エデレンキンヌル3:オンコンウラ4:ネメゲトウヌル)

5一切成金鉱床(a1鉱床b:未精査鉱床)6一自然金一碗化物一石英型金鉱床(a:未稼行b:稼行｡:採掘ずみ)

7一自然金一多金属型金鉱床(a:未稼行b:稼行｡:採掘ずみ)8一浪熱水成金鉱露頭9一タイプ不明金鉱露頭

10一沖積砂金鉱床(a:未稼行b:稼行｡:採掘ずみ)11一方沖積砂金鉱床(a:未稼行b一稼行｡:採掘ずみ)12一稼行洪積砂金鉱床

13沖積一洪積砂金鉱床(a:未稼行b:稼行｡:採掘ずみ)41一自然金椀かけ異常域15一中生界一新生界堆積盆地16一一断裂
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第4図

モンゴル白亜紀炭田分布図

(“Fe0A0rHHM0Hro人bcK0遂Pecny6AHKH",T0M皿,1977)

I一炭田

a一歴青炭b一褐炭｡一中間炭

皿一未精査炭層

a一歴青炭b一褐炭｡一中間炭

点点は中生界堆積盆地数字は説明書中の記載番号

鉱山地質トラストの活動は前に述べた《東方調査

隊》の調査･探査事業の中に占めるモンゴル民族出身の

地質専門家の役割を次第に大きくしていった.モンゴ

ル人だけで構成された最初の試錐チｰムと坑内採掘チ

ｰムが生れモンゴル人技術者が現場に進出してきた.

その事業規模カミ急テンポで増大し鉱山地質トラスト

では運営が難しくたりその拡大･再編と中心指導部門

の確立が急がれることとなって同トラストは1957年に

内閣(モンコノレ閣僚会議)直属の地質調査所になり拡大

強化されそしてそれがすぐに地質省と同省直属の地質

調査所に改編･拡大された.

その後燃料エネルギｰ需要量の増大にともないそ

の自給の問題が重要にたって1968年に同省は燃料エネ

ルギｰ産業･地質省さらに1976年に現在の地質･鉱業

省に改編された.地質調査所はその直属機関として野

外調査と室内研究を行なっているものと思われる.

この期間における地質事業の成果といえばモンゴル

の一般地質層序火成活動地質構造の基本カミ明らか

d一未確定

d一未確定

になったこと多数の新鉱床が発見されたことであろう

か.地質調査の組織運営と財政が改善され鉱物資源

経済の分野にも研究が拡大された.

1979年10月現在モンコノレ人で地質科学分野の専門家

(上級と中級資格者)として現役にある人は1,200名初

級資格者の場合は2,800名である.

この記念すべき40年間に発見された鉱床のたかで今

やモンゴルの名だたる鉱山･炭田となっているものとそ

の発見年をあげてみよう(既述のものを除く)その位置は

第1図に示してある.

エルデネチｰンオボCu･Mo鉱床1964年

トロゴイトウ砂金鉱床

イヘパイルハンW鉱床

オンコンハイルハンW鉱床

モドトSn-W鉱床

バカガスリンSn鉱床

1961年

1950年代

1952年

1960年代

1952年
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ノ･ラモリトゥW-Sn鉱床

ベルヘ蛍石鉱床

ハラアイラク蛍石鉱床

フブスグル燐鉱床

ズンバイン油田

ジャラインゴル炭田

1951年

1954年

1956年

1958年

1940年

1964年

我が国であれば必ずや採掘するに違いない鉱床が

人手に困り設備に困り運搬に困りあるいは国家計

画の中に収まらずあるいは資源保護の立場から残置さ

れている数は相当校ものである･その残置鉱床の大部

分かごの4C年の間に発見されたものである.我カミ国

がいつの目かモンゴルに鉱物資源の供給を仰ぐようにな

るという予感は拭い難い.

モンゴルが一大資源保有国に昇格してきた裏には建

国以来ずっと続けられているソビエト地質陣の技術援助

と資金援助と教育活動があり1960年代のなかばからの

ブルガリアノ･ンガリｰ束ドイツポｰランドチェ

コスロバキアの資金･技術援助があり経済相互援助会

議加盟国の協力があった･そしてこんにちでは盛業

中の鉱業企業(日本流にいえば鉱業所)の数カミ170をこえて

きた(1979年10月現在).でもそのうちのおよそ150は

骨材･石灰石など蛍石と燐鉱を除いた非金属鉱業部門

のもので金属鉱業部門と蛍石･燐鉱･石炭の稼働企業

の数はわずか20ばかりにすぎたい.それでもって

1983年にアジア最大の産銅国になったことはほぼ確実で

ある･エルデネチｰンオボ斑岩銅鉱床を基礎にした

《エルデネト》採鉱･選鉱コンビナｰトがフル操業に入

ったのは1982年のことだからである｡

一大鉱物資源保有国となりつつあるモンゴルが一大鉱

物資源生産国になるには労働力の決定的な不足資金

力の弱さをはじめとする隆路を突破しなくては匁らない.

モンゴルが自力でそれを突破できる目はいっのことか.

それをこの20世紀に求めることはまづ無理であろう.

それでも持てる国は強いのである.

一方次のようなこともあるので少し述べておきた

レ､.

1984年2月11目の《H0B0cTHM0HF0人HH》紙は次

のように報道した.

r地質学と鉱業は我か国の経済にとってもっとも重要

な部門である.………･･.｣.

本誌ですでに紹介してある“エルデネト"採鉱選鉱コ

ンビナｰトで生産し輸出する銅精鉱とモリブデン精鉱

が金額にしてモンコノレの総輸出量の30%を占め(1982年)

さらに蛍石もタングステン精鉱･錫精鉱もそれぞれ他の

鉱山や採鉱選鉱コンビナｰトで生産･輸出されているこ

とを考えれば確かにモンコノレの経済にとって地質学と

鉱業はもっとも重要な部門であろう.だから《H0B0-

CTHMOHrOA㎜》紙が上述のように書いたのだといえぱ

それだげのことであるカミ毎年10月の第3日曜目を“地質

専門家の目"と定め国を挙げて記念行事を進めること

と考え合せれば筆者は同業者としてやはり深い感銘を

受ける･おそらくモンゴルのあるいはモンゴルで

働らく地質専門家は国が自分たちの仕事の重要さを強調

し自分たちの存在を讃え家族も地質専門家を父にも

ち母にもち夫にもち妻にもち子供にもち兄弟

姉妹にもつことに喜び勇んでくれるとあれば彼や彼女

らは胸をはり誇りにうちふるえ勇気百倍で仕事に励むこ

とであろう.よほどのrすね者｣で次い限り.

この小文は主に《H0B0cTHM0Hro人HH》紙ごく

一一部モノグラフ“Feo人0FH兄M0Ero〈bcK0童Hapo朋｡貴

Pecny6A肌H"第2巻と第3巻に拠った.

(おわり)

第5図“エルデネト"採鉱･選鉱コン

ビナｰト

(《H0B0cTHM0HF0皿HH》紙から)
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